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第５章 

快適な生活環境のまち 
 

■第１節 市街地整備の推進 

■第２節 居住環境の充実 

■第３節 道路の整備 

■第４節 交通の充実 

■第５節 水道の整備 

■第６節 下水道の整備 

■第７節 都市景観の形成 

■第８節 情報化の推進 

■第９節 情報公開・広報広聴の充実 
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第５章 快適な生活環境のまち 

第１節 

 

 

  

    市街地整備の推進 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市は、札幌市に隣接している地域性や高い交通利

便性、恵まれた自然環境等の地域特性を生かしながら、

良好な宅地の供給を図るなど市街地整備を促進してき

ました。しかし、少子高齢化の進展や厳しい社会経済状

況などの影響により、既成市街地内において未利用の土

地が散在する状況が見受けられることから、居住機能、

都市機能や公共施設の適正な配置など、持続可能な都

市経営のため、コンパクトシティ※1 の形成を図る必要があ

ります。 

宅地開発後、一定の年数が経過した住宅団地では、

少子高齢化の進行による住民の年齢構成の偏りが顕著

であり、多様な世代がバランスよく居住できる住宅団地づ

くりをめざすため、若者世代が居住しやすい環境づくりが

課題となっています。 

商業・業務用地においては、店舗の撤退などにより機

能が低下している地区や商業施設の立地が進んでいな

い地区があります。各地区における商業・業務施設など 

 

 

 

の都市機能の充実を図る必要があります。 

市民や本市を訪れる人々にとってわかりやすいまちづ

くりを進めるため、計画的な町名・町界整備に取り組んで

きており、市街化区域1,726haのうち、町名・町界整備済

区域は１，５３９．５ha となっています。 

ＪＲ上野幌駅周辺については、市街化区域編入の可

能性を考慮しながら駅機能を生かした商業・業務施設な

どの立地誘導等を図る必要があります。また、誰もが利

用しやすいよう、駅周辺の一体的なバリアフリー化に向け

て関係機関と協議を進める必要があります。 

ＪＲ北広島駅西口の市有地（芸術文化ホール臨時駐

車場）では、駅前にふさわしい活用が求められており、東

口の駅前センター地区と商業・業務地区では、駅前にふ

さわしい商業・業務施設の誘導を図る必要があります。ま

た、通勤通学者や公共施設利用者等の利便性を向上さ

せ、駅周辺に賑わいを生み出すため、交通結節機能をさ

らに高める方策が必要となっています。 

 

 

■都市構造の主要な要素である緑、土地利用、交通等を踏まえた将来都市像の実現に向

け、近隣自治体や国・北海道との連携を図りながら、市民の意見を取り入れたまちづくりを推

進していきます。 

■ＪＲ北広島駅周辺は、広域的で多彩な交流や賑わいが生まれ、本市の活性化の中心的役

割を果たすよう、商業・業務施設の誘導をはじめ諸機能の充実を図ります。 
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■ 施 策 

 

 

●少子高齢化や人口減少社会に向け、既存市街地における合理的な土地利用や既存公共施設などの有効活用を推進し、

各地区の特性を生かして都市機能を充実します。 

●多様な世代がバランスよく居住できるまちをつくるため、地域住民の合意形成を図りながら、柔軟で実効性のある土地利用

のルールづくりを進めます。 

●輪厚パーキングエリア周辺は、スマートインターチェンジ機能など地域特性を生かした土地利用について検討を進めます。 

●都市計画マスタープラン※2 に基づき、快適で魅力ある都市機能を持つ市街地形成を進めるとともに、多様な住宅事情に対

応するため、建ぺい率や容積率の緩和などを図ります。 

●高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に対応する道路などの公共施設をはじめ住宅や商業施設等に

ついて、バリアフリー化を促進します。 

●北広島団地の活性化については、「多様な世代がいつまでも住み続けられること」、「将来、住民となる次世代のこと」、「北

広島団地の魅力アップ」を基本理念とし、北広島団地活性化計画に基づく住民・事業者・行政等による取組を推進します。 

●輪厚工業団地については、交通の利便性などの立地特性をアピールして企業誘致を行い、工場などの建設を促進します。 

 

 

 

  

●交通機能の結節が良好なＪＲ北広島駅周辺では、エルフィンパークや文化施設、商業・業務施設などの諸機能を生かし、

広域的な活動や交流の拠点として、市の顔にふさわしいまちづくりを進めます。 

●自動車駐車場については、サービスの見直しや広域的なＰＲ活動などにより利用促進を図ります。 

●自転車駐車スペースの需要予測や自転車駐車場の適切な管理により、自転車の利用を促進します。 

●ＪＲ北広島駅東口では、地権者との協議を進め、地区計画による建築制限等の見直しなど柔軟な対応により、民間活力に

よる商業・業務施設等の誘導を促進します。 

●エルフィンパークでは、市民の交流やコミュニティ※3 活動を促進するため、多様な憩いと集いの場を市民に提供できるよう、

利用の幅を広げ、賑わいのある活用を検討します。 

●ＪＲ上野幌駅周辺については、バリアフリー化などの安全・安心なまちづくりに向けて関係機関と協議を進めるとともに、ＪＲ千

歳線や国道２７４号、厚別東通線の交通の利便性などを生かし、商業・業務施設等の立地を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市 街 地 の 形 成 

 駅 周 辺 ま ち づ く り 

※3 コミュニティ：地域社会や共同体。人  々

が共通の意識をもって生活を営む地域また 

は集団など。 

 

※2 都市計画マスタープラン：市町村が、市 

民の意見を反映しながら、都市づくりの将来ビ 

ジョンをたて、地域ごとの市街地整備の方針 

や諸施設の配置方針などをきめ細かく定める 

計画。 

 

※1 コンパクトシティ：徒歩で移動できる範囲 

を生活圏としてとらえることで、健康的で住み 

やすいまちづくりをめざそうとする考え方。 
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第５章 快適な生活環境のまち 

第２節 

 

 

  

    居住環境の充実 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市営住宅については、広島団地９０戸、輪厚団地３０

戸、西の里団地７８戸の建替えを終え、共栄第２団地 

１２６戸と北の台団地１６戸については、平成３１年の完

成に向けて整備を進めています。 

北海道は「北海道住生活基本計画」において大規模

団地の再生を目標に掲げ、北広島団地での道営住宅管

理戸数の縮小と再編を進めています。 

都市再生機構（以下「ＵＲ」という。）の賃貸住宅の再

生・再編方針が平成１９年（２００７年）１２月に示され、市

内３団地のうち北進団地が「団地再生(集約化）」、若葉 

 

 

 

団地と駅前団地が「用途転換」に分類されました。 

北広島団地地区は、市内で も少子高齢化の進展が

著しく、高齢者が安心して暮らせる居住環境を実現する

ため、高齢期の生活に適した利便性の高い地域への住

み替えや、子育て世代の定住に向けた取組などの検討

が求められています。 

高齢化に伴い空き家が増加している中、市内宅地建

物取引業者等との連携を図り、空き家の流動化を図ると

ともに、倒壊の危険等がある空き家への適切な対応が求

められています。 

 

■市営住宅については、公営住宅長寿命化計画に基づいて建替えを進め、施設の長寿命化

と居住環境の改善を進めます。 

■少子高齢社会における市民の多様な居住ニーズに対応し、高齢者等の住替え支援やリ 

フォーム情報の提供、ユニバーサルデザイン※1の普及などを進めます。 

■市内の宅地建物取引業者と連携しながら、土地・建物の流動化を促進します。 

 
■適正な管理がされていない空き家等は、防災、衛生、景観など、周辺環境に影響を及ぼす

要因となることから適切な対応を図るとともに、活用の促進を図ります。 
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■ 施 策 

 

 

●市営住宅共栄第２団地と北の台団地を建替え、既存市営住宅の長寿命化と居住環境の改善を進めます。 

●道営住宅やＵＲ賃貸住宅の再生・再編にあたっては、子育て世帯・高齢者・障がい者が住みやすい住宅となるよう、居住者

との連携や情報共有などに配慮します。 

 

 

 

  

●リフォーム相談、福祉サービスとの連携、住宅融資制度の普及など多様なニーズへの対応を進めます。 

●高齢者や障がい者をはじめだれもが安心して生活できるユニバーサルデザイン※1の普及を促進します。 

 

 

 

  

●高齢者世代と子育て世代の住み替えニーズに対応した支援について検討を進めます。 

●市内の宅地建物取引業者等と連携して、空き地や空き家の情報提供を行い、定住の促進と地域の活性化を図ります。 

 

 

 

  

●空き家対策の推進に関する特別措置法が施行されたことに伴い、特定空き家※2の具体的な対策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公 営 住 宅 等 の 整 備 促 進 

 多 様 な ニ ー ズ へ の 対 応 

 住 み 替 え ニ ー ズ へ の 対 応 

 空 き 家 対 策 の 推 進 

※2 特定空き家：そのまま放置すると著しく 

保安上危険または衛生上有害となるおそれ 

のある状態、適切に管理されていないため景 

観を損なっている状態にある空き家。 

 

※1 ユニバーサルデザイン：年齢、性別、身体的 

能力、言語などの違いにかかわらず、すべての人 

にとって安全・安心で利用しやすいように建物や製 

品、サービスなどを計画、設計する考え方。 
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第５章 快適な生活環境のまち 

第３節 

 

 

  

    道路の整備 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路は、市民生活や経済活動を支える基本的な都市

機能であり、都市活動を活発化させ、都市の発展の大き

な原動力となります。 

都市計画道路の羊ヶ丘通と大曲幸通については、都

市計画マスタープラン※1 に基づき、都市計画の変更を行

い、高台通については、長期未着手区間を見直した結

果、一部区間を廃止する変更を行いました。第４回道央

都市圏パーソントリップ調査※2 では、人口減少や少子高

齢化の影響により将来の自動車利用台数は減少すると

予想されていることから、長期未着手の都市計画道路を

見直しました。 

羊ヶ丘通については、国道３６号との交点まで事業化

され整備が進められていますが、今後、国道３６号から

先の事業化を図るためには、市道輪厚中の沢線からの

延伸ルートを決定する必要があります。 

 

 

 

平成２６年（２０１４年）９月の市民意識調査結果では、

生活環境における「安全・快適に移動できる道路の充実」

の項目について、現状で満足している市民の割合は２６%

で、今後重要であると回答した割合は５８%となっていま

す。 

市民生活に密着した生活道路の整備率は、平成２７年

（２０１５年）３月末現在で約９７％に達しています。各地

区の均衡を図りながら整備を進めるとともに、老朽化の著

しい道路についても計画的な再整備が必要となっていま

す。 

本市の道路橋の３割は高度経済成長期に架設された

ものであり、今後、架設後５０年以上経過する橋梁が増

加することから、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画

的な整備を進める必要があります。 

 

 

■安全で快適な市民生活を確保するため、広域幹線道路や市内幹線道路、生活道路を整

備するとともに、市道の適切な維持管理、計画的な改良や補修を進めます。 

■高齢者や障がい者等も利用しやすい、道路・交通施設の整備と改善に努めます。 

■都市活動の利便性を高めるため、広域幹線道路である羊ヶ丘通の整備促進を図ります。 

 
■橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化した橋梁の長寿命化と修繕・架替えの費用縮減

を図ります。 
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■ 施 策 

 

 

●道央都市圏の骨格交通網の一つである羊ヶ丘通の延伸ルートについて関係機関と協議を進めます。 

●幹線道路等の舗装補修、生活道路の再整備、照明灯など道路施設の補修、街路樹のせん定や補植などを計画的に実施

します。 

●橋梁等については長寿命化修繕計画に基づき、改修等を計画的に進めます。 

●高齢者や障がい者等に配慮した道路・交通施設の整備・改善を図ります。 

●道路計画の基礎資料として活用するため交通量調査を継続的に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市 内 幹 線 道 路 ・ 生 活 道 路 等 の 整 備 

※2 パーソントリップ調査：どのような人が、 

いつ、どこからどこへ、どんな目的で、どんな 

交通手段で移動しているかを把握することを 

目的とした調査。 

 

※1 都市計画マスタープラン：市町村が、市 

民の意見を反映しながら、都市づくりの将来ビ 

ジョンをたて、地域ごとの市街地整備の方針 

や諸施設の配置方針などをきめ細かく定める 

計画。 
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第５章 快適な生活環境のまち 

第４節 

 

 

  

    交通の充実 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内路線バスに関する市民要望は、北広島市地域公

共輸送協議会でのバス事業者との協議により、一定の充

足が図られてきました。 近は少子高齢化等の影響でバ

ス利用者が減少しており、既存路線の安定維持が課題と

なっています。 

地域交通システムについては、平成２１年度（２００９

年度）に市、利用者、交通事業者、関係機関などにより

「北広島市地域公共交通活性化協議会」が設立され、高

齢者の日常生活での移動の利便性の確保と市民が利用

しやすい交通体系の構築に向けて、交通空白地域にお

ける乗合タクシーの実証運行を実施しましたが、利用は

低調であり、現時点ではニーズが低い結果となりました。

市内のバス路線は幹線道路を中心に整備されています

が、人口減少や少子高齢化の進展等により、利用者が

減少していることから、持続可能な地域公共交通が課題

となっています。 

 道道札幌恵庭自転車道線のうち、ＪＲ北広島駅から札 

 

 

幌市上野幌までの８．１ｋｍの区間は平成１６年度に完成

し、エルフィンロードの愛称で親しまれ、サイクリングやマ

ラソン、歩くスキーなどに利用されています。また、平成 

２６年度に富ヶ岡の南富橋から道道江別恵庭線までの約

３．４㎞が開通しました。今後は、未整備区間（ＪＲ北広島

駅～富ヶ岡間）の整備を促進する必要があります。 

市民が気軽に自転車を利用することができるよう、エ

ルフィンロードや北広島幹線緑道（トリムコース）等の活用

を図るとともに、観光資源としても活用を検討する必要が

あります。 

雪国における除排雪は、冬期間の市民生活及び経済

活動を支える上で、重要な課題の一つです。ライフスタイ

ルの変化や少子高齢化の進展に伴い、除排雪への市民

ニーズは年々多様化しており、快適な生活環境を確保す

るためには、市民との協働による雪対策が必要となって

います。 

 

■人口減少、少子高齢化によりバス利用者が減少していることから、交通弱者の移動の利便

性を踏まえたバス路線のあり方について検討を進めます。 

■自転車の利用環境を整備し、利用を促進することにより、地域の活性化や観光振興に努め

ます。 

■自然の恵みが感じられ、安全で快適な札幌恵庭自転車道線の整備を進めます。 

 
■冬期間における安全で快適な生活環境を確保するため、総合的な雪対策を推進します。 

■除雪体制維持のため必要な除雪車両の確保を計画的に進めます。 
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■ 施 策 

 

 

●都市間交通網と市内交通網とのネットワークの充実を図ります。 

●バス利用者の増加を図るとともに、高齢化による交通弱者への対応や交通空白地域を踏まえたバス路線のあり方について

検討します。 

 

 

 

 

●環境にやさしい自転車交通の利用促進を図ります。 

●札幌恵庭自転車道線の整備を促進するとともに、歩行者交通の安全性と快適性に十分配慮し、人にやさしい歩道や自転車

道の整備を進めます。 

●市民のレクリエーションや健康増進、余暇の活用、広域交流の場として、広域自転車専用道路の整備促進やサイクリングル

ートのネットワーク化を進めます。 

 

 

 

 

●円滑で安全な冬期間の交通を確保するため、除排雪体制の充実を図るとともに路面凍結対策を強化します。 

●雪対策基本計画を策定し、市民との協働により雪対策を推進します。 

●円滑な除雪を行うため、適切な雪堆積場の確保を図ります。 

●市道排雪の支援については、制度の見直しを検討しながら普及拡大を図ります。 

 

 

 

 

●輪厚スマートインターチェンジの利便性の向上や利用促進を図るため、２４時間化に向けた検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公 共 交 通 の 充 実 

 サ イ ク リ ン グ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 

 冬 期 間 交 通 の 確 保 

 輪 厚 ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 充 実 
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第５章 快適な生活環境のまち 

第５節 

 

 

  

    水道の整備 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の水道事業は、昭和３８年（１９６３年）の簡易水

道に始まり、市街地の拡大とともに給水区域を拡大し施

設を整備してきました。平成８年度（１９９６年度）には、現

在の漁川を水源とする日 大給水量２４,０００㎥ に加え、

千歳川に第２の水源を求め、日 大給水量４０,０００㎥ と

する第５期拡張事業に着手しました。その後、平成１６年

度（２００４年度）に事業の再評価を行い、日 大給水量

を４０,０００㎥ から２６,８００㎥ に下方修正して事業を継続

するとともに、ライフラインの確保に努めています。 

平成２６年（２０１４年）９月の市民意識調査における生 

 

 

 

活環境分野では「衛生的な上下水道の整備」の満足度

が も高くなっています。 

水道施設は施設整備から約４０年が経過し、耐用年数

を迎える配水管や配水施設の更新を計画的に進めるとと

もに、耐震性の高い構造とすることが求められています。 

少子高齢化の進展や生活様式の変化などにより、今

後、使用水量の減少が見込まれる中で、老朽化した水

道施設の改修、新たな受水費用などの財源を確保しな

がら、良質な水を安定供給していく必要があります。 

 

 

■水質の確保と水質検査結果の公表により、市民が安全で安心して利用できる水を供給しま

す。 

■市民がいつでも水が使えるよう、水を安定供給し、水道施設の耐震性の向上に努めます。 

■将来も変わらず安定した施設の維持運営ができるよう、計画的な水道施設の更新や改良を

行います。 

 
■水の安定供給のため、健全な水道事業の経営を推進します。 
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■ 施 策 

 

 

●安全で安心できる水を供給するため、水質監視や水質検査を実施します。 

●水質検査計画を策定し、水質検査計画と検査結果を公表します。 

 

 

 

 

●水をいつでも使えるように、第５期拡張計画に基づく配水施設の整備を行い、水を安定供給します。 

●災害に備えた配水池の耐震化や配水管の更新・改良に併せた耐震性の向上など、水道施設全体の安全性を高めます。 

 

 

 

 

●長期的に安定した施設の維持運営ができるよう、老朽化施設の更新に努めます。 

●耐用年数、漏水件数等の状況に基づく更新計画を策定し、効果的・効率的な更新を行います。 

 

 

 

 

●経営環境の変化や当面する課題に対応するため、より一層の計画的な財政運営に努め、経営基盤を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水 の 安 心 

 水 の 安 定 

 施 設 の 維 持 

 水 道 経 営 基 盤 の 強 化 

北広島市総合計画　|119



第５章 快適な生活環境のまち 

第６節 

 

 

  

    下水道の整備 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の下水道は、道営北広島団地の開発を契機に昭

和４５年（１９７０年）に着手して以来、快適で衛生的な生

活環境の確保や河川等の公共用水域の水質保全を図る

ため、市街地を順次事業区域に編入し事業を進めてきま

した。 

下水道施設は、供用開始から約４０年を経過し老朽化

が進んでおり、今後更新時期を迎える施設の増加が見込

まれることから、処理機能、処理能力の低下防止や、維

持管理体制の充実により安定した住民サービスの維持継

続を図るため、計画的な改修・更新を進める必要があり

ます。 

下水処理センターについては、日 大２５,０００㎥ の

処理能力を有していますが、今後の流入汚水量の推移

に応じた施設規模を検討する必要があります。 

 

 

 

 

発生汚泥については、肥料として緑農地還元を行って

いますが、生ごみや、し尿・浄化槽汚泥の受入れに伴う

汚泥量の増加や成分変化に対応した処理方法を確立す

る必要があります。 

また、道央地区環境衛生組合の解散に伴い、平成２５

年（２０１３年）から本市の下水処理センターにおいて長

沼町、由仁町、南幌町のし尿・浄化槽汚泥の受入れ、処

理を行っています。 

下水道事業の経営は｢汚水私費・雨水公費｣が基本で

あり、汚水処理については受益者負担が原則であること

から、独立採算の基本原則のもと、適正な費用負担に基

づく財源の確保に努めるとともに、長期的視点から適正に

将来の経営見直しを立てたうえ、投資の合理化、経営の

健全化を図る必要があります。 

 

■快適で衛生的な生活環境を確保するとともに、気象異常に伴う内水氾濫の抑制に努めま

す。 

■下水処理センターについては、人口に応じた適正な施設規模を検討します。 

■安定した下水処理を持続させるため、施設の計画的な改修・更新を進めます。 

■経営の安定化、サービスの維持継続に努めます。 

■発生汚泥の活用方法を構築します。 

■し尿・浄化槽汚泥については、下水処理センターに整備したバイオガス化施設での適正な

処理に努めます。 
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■ 施 策 

 

 

●道路整備等に合わせて、汚水・雨水管の整備を進めます。 

●下水処理センターでの処理の効率化を図るとともに、適正な施設規模に向けた施設計画を策定します。 

●長寿命化計画に基づき、リスクとコストのバランスを踏まえた施設の改築・更新を進めます。 

●施設の処理機能を保持するため、事業場などの排水の検査を実施し、水質基準を守るよう指導を徹底します。 

●適正な費用負担に基づく財源確保や、施設の建設コストの縮減、バイオガスの利活用などにより、維持管理コストの軽減に

努めます。 

●公営企業会計※1へ移行するとともに経営戦略を策定し、持続可能な下水道事業を運営します。 

 

 

 

 

●発生汚泥については、肥料としての安全性を確保するとともに、バイオマス受入量の変動に対応できる処理体制を構築しま

す。 

 

 

 

 

●下水処理センターに整備したバイオガス化施設において、本市と長沼町、由仁町、南幌町のし尿・浄化槽汚泥の受入・適正

処理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下 水 道 の 整 備 と 利 用 の 促 進 

 発 生 汚 泥 の 有 効 利 用 

 し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 の 処 理 

※1 公営企業会計：地方公共団体の経営す 

る公益的事業（水道事業等）の会計で、企業 

会計原則に基づき独立採算方式で行われる 

もの。 
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第５章 快適な生活環境のまち 

第７節 

 

 

  

    都市景観の形成 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１６年（２００４年）に国が景観法を制定し、平成 

２０年（２００８年）４月には北海道が道内を包括する景観

条例を制定し、北海道景観計画が策定されました。 

北海道景観条例の基本方針は、都市と自然の調和が

とれた良好な景観形成をめざすことであり、本市の景観

形成の基本理念と合致することから、届出対象となる建

築物等について、事案ごとに景観を阻害するか否かを判 

 

 

 

断していく必要があります。 

景観に対する市民意識の向上を図るため、花のまちコ

ンクール、花いっぱい運動、オープンガーデンなどの景

観づくりの奨励事業を実施しています。今後は、より多く

の市民の景観意識の向上を図るため、効果的な事業等

を継続する必要があります。 

 

 

■市民・事業者・行政の協働により、地域の個性や魅力を生かした魅力ある都市景観づくりを

進め、快適で美しい北広島市を未来に伝えます。 

■北海道景観条例に基づき、良好な景観を維持します。 
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■ 施 策 

 

 

●市民の景観への意識向上を図る奨励事業や身近にある景観への関心を高める啓発事業を実施します。 

●地域住民の合意形成を図りながら、地区計画の導入による良好な景観誘導を進めます。 

●身近な森林や緑地などの緑を生かした景観づくりを進めます。 

 

 

 

 

●北海道景観条例による規制の効果を検証しながら、景観を阻害する届出事案に対しては北海道へ反対意見を提出するな

どして、良好な景観を維持・保全します。 

●景観を阻害している違反屋外広告物の簡易除去を定期的に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 景 観 づ く り 

 景 観 の 維 持 
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第５章 快適な生活環境のまち 

第８節 

 

 

  

    情報化の推進 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治体間ネットワーク（略称「ＬＧＷＡＮ」）が整備さ

れ、国や地方自治体、各種団体間のネットワーク化が進

んだことにより、情報を電子データで交換する業務が急

速に広がりつつあることから、電子自治体の構築が一層

求められています。 

これまでは、紙を媒体として市民から各種申請や情報

を受けていましたが、業務の電子化が急速に進み、社会

全体で紙文書を削減する方向で技術開発が進んでいま

す。 

大容量のデータを送受信できるインターネット接続が

一般化したことにより、映像や音声などマルチメディアに

対応した行政サービスの提供が可能となっています。ス 

 

 

 

マートフォン等の新たな情報端末の登場により、市民のメ

ディア接触スタイルが変化していることから、変化に適応

した情報発信を行っていく必要があります。 

近年、無線ＬＡＮ（Ｗｉ‐Ｆｉ）※1を通じてインターネットに接

続し、地域情報などをその場で収集できる環境が求めら

れています。 

個人生活に関わりの深い、保健・医療・福祉・防災など

の分野で情報化が進み、民間との情報連携やマイナン

バー制度※2 による他自治体とのデータ交換も予想される

ことから、情報システムのより強固なセキュリティが求め

られます。 

 

 

■高度な情報技術を活用した行政サービスにより、市民の利便性を向上します。 

■電子自治体の構築を推進するとともに、適切な情報セキュリティ対策を講じます。 
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■ 施 策 

 

 

●市民の利便性向上のため、情報通信基盤の高度化を図るとともに、官民が情報の連携に努め、各種手続きなどにおけるネ

ットワークの利用促進を図ります。 

●国や地方自治体間における電子情報の交換を円滑に行うため、行政手続きの電子化や業務処理の共同化を推進します。 

●市役所内で分散稼動している小規模システムを集約するとともに、紙文書の電子化を進めて電子データによる事務処理範

囲を広げることにより、事務の効率化とネットワークの高度化を進めます。 

●自然災害に対応できる行政情報データセンター機能の構築、万一に備えた業務継続計画の策定、業務ネットワークの構築

などを進めます。 

●マイナンバー制度※2 により各自治体との専用ネットワークを通じたデータ交換が可能となることから、適切な情報セキュリテ

ィ対策を進めます。 

 

 

 

 

●個人情報の保護や情報セキュリティの確保など情報化の進展に伴う環境を整備します。 

●多くの市民がインターネット等を活用できるように知識や技能の普及を進めます。 

●民間を含む外部組織との電子データによる情報連携の拡大が予想されることから、市民の情報を確実に守るセキュリティ

環境を維持し、より機密性の高いシステムを構築します。 

●市民と行政が相互に使えるサービスを拡大し、インターネット上で市民も有効利用できる情報システムを構築します。 

●災害時における有効な通信手段の確保や、国内外からの観光客に向けた地域情報をその場で素早く収集できる環境を整

えるため、公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ‐Ｆｉ）※1のあり方について検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行 政 事 務 の 情 報 化 

 情 報 化 の 環 境 整 備 

※2 マイナンバー制度：国民一人ひとりに番 

号を割り振り、社会保障や税に関する情報を 

一元管理する制度。 

 

※1 無線ＬＡＮ（Ｗｉ-Ｆｉ）：インターネットに接 

続できるシステムのこと。Ｗｉ‐Ｆｉは無線LAN 

の認定規格の一つ。 
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第５章 快適な生活環境のまち 

第９節 

 

 

  

    情報公開・広報広聴の充実 
 

■ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的方向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政の現況や制度等をわかりやすく市民に伝えるた

め、各種の情報手段を活用した広報機能の充実が求め

られており、市民が必要とする情報を、わかりやすく的確

に伝える必要があります。市民と行政がパートナーシップ

によるまちづくりを進める上で、広報紙やホームページな

どを充実し、市民と情報共有できる体制づくりが求められ

ています。 

個人情報を取り巻く環境の変化により、業務における個

人情報の適正な取扱いを徹底するとともに、セキュリティ

ポリシー※1の充実に努める必要があります。 

 

 

 

 

地域主権型社会への流れの中、地域が持つ環境や資

源を活用して独自のまちづくりを進めていくことが求めら

れています。近年、まちの良さを認識し、市民はもとより

地域外にも市の魅力を発信していく総合的な取組が必要

となってきています。 

市民と行政との共通理解を深め、協働によるまちづくり

を進めるために、出前トーク※2 や出前講座※3、市政懇談

会を実施するとともに、市民の声などの各種広聴事業を

通して、多様化する市民ニーズを的確に把握していく必

要があります。 

 

 

■市民と行政との情報の共有化をさらに進めるため、情報発信媒体・手法の充実を図ります。 

■個人情報の適正な取扱いを徹底し、公文書や会議の公開など情報公開制度の充実を図り

ます。 

■市民の意見等を適切に市政に反映するための広聴活動を推進していきます。 

 
■市民生活やまちづくりに関する情報を的確に伝えるため、広報紙やホームページなど広報

機能の充実を図ります。 

※1 セキュリティポリシー：情報システムや 

紙媒体等における情報の保護において、統 

一的な判断基準を定めたもの。 
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■ 施 策 

 

 

●まちづくりや市政に関する情報は、個人のプライバシー保護に配慮した上での公文書や会議記録の迅速な公開、携帯電話

や映像配信など多様な方法を工夫し、市民との情報共有を推進します。 

●ホームページを用いた情報共有を進めるため、市民が文書検索対応可能な総合文書管理システムや、インターネットを利

用して有効活用できるような地図情報を検討します。 

●民間を交えた市のセールスサイト※4など、総合的に情報発信する方策を検討します。 

 

 

 

 

●市民の知る権利を保障するとともに、市政への参加を促進するため、市民が利用しやすい情報公開制度を充実します。 

●情報公開条例に基づき公文書や会議を公開し、市民の知る権利を保障します。 

 

 

 

 

●本市が取り扱う個人情報について、保護する環境を徹底し、個人情報保護制度の充実を図ります。 

●個人情報保護条例に基づき、個人情報の適正な取扱いを啓蒙するとともにセキュリティポリシー※1の充実を図ります。 

 

 

 

 

●市民生活に必要な情報やまちづくりに関する情報をわかりやすく的確に伝えるため、広報紙やホームページなどを充実し、

広報機能の充実を図ります。 

●まちの良さを認識し、市民はもとより地域外へ市の魅力をインターネットや他のメディアで発信していくシティセールス※5 を推

進します。 

●広報紙やパンフレット、ホームページのほかコミュニティＦＭなど、多様な情報手段を使いながら行政情報を市民に分かりや

すく的確に効果的に伝えます。 

●多様化・複雑化する市民ニーズに的確に応えていくため、メールや郵送等でまちづくりに対する意見や要望を随時受け付け

るとともに、市政懇談会や出前トーク※2・出前講座※3を実施し、市政に対する相互理解を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情 報 の 共 有 

 情 報 公 開 制 度 の 充 実 

 個 人 情 報 の 保 護 

 広 報 広 聴 活 動 の 充 実 

※5 シティセールス：都市の魅力や個性を 

発掘・育成し、発信することにより、都市のイメ 

ージやブランド力を向上する取組。 

 

※4 セールスサイト：観光や物産、イベント 

などの地域情報を発信して、まちをＰＲするた 

めのホームページ。 

 

※3 出前講座：北広島市の仕事に関する講 

座メニューについて、担当職員が市民の集ま 

りに出向いて説明をする講座。 

 

※2 出前トーク：北広島市長が市民の集まり 

に出向き、市政に関するテーマについて意見 

交換する事業。 
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